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Ａ
Ｅ
Ｄ（A

utom
ated External 

D
efibrillator

）と
は
、
自
動
体
外

式
除
細
動
器
の
こ
と
で
、
心
室
細

動
に
な
っ
た
心
臓
に
対
し
て
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常
な
リ
ズ

ム
に
戻
す
た
め
の
医
療
機
器
で

す
。

　

平
成
16
年
７
月
か
ら
、
医
師
や

救
急
救
命
士
等
の
医
療
従
事
者
で

は
な
い
一
般
市
民
で
も
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
、病
院
や
診
療
所
、

救
急
車
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学

　

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
突
然
の
け
が
や
病
気
に
お
そ
わ
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
に
、
家
庭
や
職
場
な
ど
で
で

き
る
手
当
て
の
こ
と
を
「
応
急
手
当
」
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、

け
が
や
病
気
の
な
か
で
も
最
も
緊
急
を
要
す
る
の
が
、
心
臓
や
呼

吸
が
止
ま
っ
た
状
態
で
、
こ
ん
な
人
の
命
を
救
う
た
め
に
、
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
が
で
き
る
手
当
が
『
救
命
処
置
』
で
す
。

　

今
号
で
は
、
救
命
処
置
の
な
か
で
心
肺
蘇
生
法
と
あ
わ
せ
て
行

う
こ
と
で
有
効
な〝
Ａ
Ｅ
Ｄ
〞に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

校
や
空
港
、
駅
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
、
公
共
施
設
な
ど
人
が
多
く
集

ま
る
と
こ
ろ
を
中
心
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
市
内
の
設
置
場
所
】

　

市
役
所
本
庁
（
別
館
含
む
）・

各
支
所
、
市
立
小
・
中
学
校
、
市

立
の
公
共
施

設
や
公
民

館
、
県
立
高

校
、
大
型
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な

ど
。

　

心
室
細
動
と
は
、
心
臓
の
筋
肉

が
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
よ
う
な

状
態
に
な
り
、
全
身
に
血
液
を
送

る
ポ
ン
プ
機
能
が
失
わ
れ
る
致
死

性
不
整
脈
の
一
つ
で
す
。
こ
の
心

室
細
動
の
唯
一
の
治
療
方
法
が
、

除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）
で

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
と
あ
わ
せ
て
、
私

た
ち
一
般
市
民
が
胸
骨
圧
迫
や
人

工
呼
吸
を
行
う
こ
と
で
、
１
人
で

も
多
く
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

　　

心
室
細
動
は
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク

が
あ
れ
ば
ど
ん
な
状
況
で
も
正
常

な
動
き
に
戻
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
時
間
と
の
勝
負
で
す
。

１
分
１
秒
で
も
早
く
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
、
生
存

退
院
率
は
除
細
動
が
１
分
遅
れ
る

ご
と
に
７
〜
10
％
低
下
す
る
（※

２
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

天
草
地
域
で
は
、
１
１
９
番
通

報
し
て
か
ら
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
に
約
８
分
か
か
り
ま
す
。
救

急
車
が
到
着
す
る
前
に
、
傷
病
者

の
近
く
に
い
る
私
た
ち
市
民
が
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
、
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
で
き
る
だ
け
早
く
行
う
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
は
簡
単
で
、

特
別
な
医
学
的
知
識
は
必
要
な

く
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
本
体
の
音
声
指
示
に

従
っ
て
２
〜
３
つ
の
操
作
を
す
る

の
み
で
す
。 救

急
車
が
来
る
ま
で
に

救
命
処
置
と
A
E
D
の
活
用

A
E
D
と
は…

１
分
１
秒
で
も
早
く
…

A
E
D
の
使
用
方
法

心
室
細
動（
※
１
）と
は
…

「応急手当講習会」を
　　　　  　　受講しませんか！
　天草広域連合消防本部では、心肺蘇生法や
AEDの取り扱いなどについて学ぶ「応急手当
講習会」を定期的に実施しています。受講は
無料です。皆さんの受講をお待ちしています。
■講習内容
●普通救命講習Ⅰ（３時間）
●普通救命講習Ⅱ（４時間）
■開催日程
●中央消防署（東浜町）…毎月第２日曜日
●南消防署（牛深町）…毎月第２土曜日
※時間はいずれも午前９時から正午まで（普
通救命講習Ⅱは午後１時まで）。
■申込方法
　受講を希望する人は受講日の２日前まで
に、電話で中央消防署☎㉒3376・南消防署
☎732519へお申し込みください。
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心臓と呼吸が止まってからの時間経過

時間経過

▲AEDが設置されている
　　　　　　施設の表示

居合わせた人が
救命処置をした場合 

救急車が来るまで
何もしなかった場合 

□応急手当と救命曲線
□救命処置の流れ（心肺蘇生とAEDの使用）

命
が
助
か
る
可
能
性

生
存
退
院
率

❷助けを呼ぶ
（119番通報とAEDの手配）

❷助けを呼ぶ
（119番通報とAEDの手配）

❸気道の確保　と　❹呼吸の確認❸気道の確保　と　❹呼吸の確認

❺人工呼吸２回（省略可能）❺人工呼吸２回（省略可能）

❻❼胸骨圧迫30回と人工呼吸２回（1サイクル）
の組み合わせをくり返す
圧迫は強く、早く（約100回／分）、絶え間なく
圧迫解除は胸がしっかり戻るまで

❻❼胸骨圧迫30回と人工呼吸２回（1サイクル）
の組み合わせをくり返す
圧迫は強く、早く（約100回／分）、絶え間なく
圧迫解除は胸がしっかり戻るまで

❽AED到着
電源を入れる。電極パッドを装着する。

❽AED到着
電源を入れる。電極パッドを装着する。

必要あり必要あり

10電気ショック１回
11その後ただちに胸骨圧迫
　と人工呼吸を再開
　５サイクル（２分間）

10電気ショック１回
11その後ただちに胸骨圧迫
　と人工呼吸を再開
　５サイクル（２分間）

11ただちに胸骨圧迫と
　人工呼吸を再開
　５サイクル（２分間）

11ただちに胸骨圧迫と
　人工呼吸を再開
　５サイクル（２分間）

必要なし必要なし

回復体位に
してようす
を見守る

回復体位に
してようす
を見守る

しているしている

していないしていない

反応なし反応なし

処置処置

観察観察

「救命処置やAED」についての詳しいことは、
天草広域連合消防本部・警防課救急救助係☎㉒3247へお尋ねください。

□心室細動による心肺停止から電気的除細動まで
　の時間と生存退院率（※２）

❶反応を確認する

正常な呼吸
（ふだんどおりの息）を

しているか？

正常な呼吸
（ふだんどおりの息）を

しているか？

❾心電図の解析
電気ショックは必要か？
❾心電図の解析

電気ショックは必要か？

※

１


